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わ
た
し
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
う
え
で
、

必
ず
出
る
ご
み
ー
こ
の
ご
み
が
こ
こ
数
年

急
激
に
増
え
、
こ
の
ま
ま
だ
と
ご
み
処
理
場

の
処
理
能
力
が
限
界
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ご
み
を
減
ら
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

こ
こ
で
は
、
ご
み
の
現
状
に
つ
い
て
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

ご
み
は
ど
れ
だ
け
増
え
て
い
る
か

　
現
在
、
日
本
中
の
家
庭
な
ど
か
ら
出

さ
れ
た
ご
み
の
量
は
、
一
日
に
約
十
二

万
七
千
ト
ン
、
一
年
間
で
は
、
お
よ
そ

四
千
六
百
五
十
万
ト
ン
に
も
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
量
は
、
東
京
ド
ー
ム
の

約
百
二
十
五
杯
分
の
ご
み
の
量
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
も
、
そ
の
量
は
こ
こ
数
年
増
え

続
け
て
お
り
、
町
に
お
い
て
も
表
1
・

H
の
よ
う
に
年
を
追
っ
て
増
え
続
け
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
、

ご
み
処
理
費
用
の
負
担
が
大
き
く
な
る

ば
か
り
で
な
く
、
か
ん
じ
ん
の
処
理
能

力
が
限
界
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ご
み
は
な
ぜ
増
え
る
の
か

　
東
京
ド
ー
ム
百
二
十
五
杯
分
、
一
人

一
日
約
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
ー
な
ぜ
、
ご

み
が
こ
ん
な
に
増
え
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
し
よ
う
か
。
い
く
つ
か
の
原
因
が

あ
る
と
い
え
ま
す
。

①
使
い
捨
て
文
化
に
よ
る
ご
み
の
排
出

量
の
増
加

　
ま
だ
ま
だ
使
え
る
物
を
分
別
回
収
す

る
こ
と
に
よ
り
、
資
源
と
し
て
再
生
で

き
る
物
が
、
ご
み
と
し
て
処
分
さ
れ
て

い
ま
す
。

②
核
家
族
化
に
よ
る
ご
み
の
増
加

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
中
に
は
、

家
族
の
人
数
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
量
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
一
人
当
り
の
ご
み
の
排
出

量
の
増
加
は
、
核
家
族
家
庭
が
増
え
た

こ
と
に
も
一
因
が
あ
り
ま
す
。

③
使
い
捨
て
容
器
の
は
ん
ら
ん

　
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
、
使
い
捨

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
が
増
え
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ま
す
。
例
え
ば
東
京
都
で
は
、
一
世
ー

帯
当
た
り
二
週
間
に
出
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
な
ど
は
、
こ
の
四
年
間
で
三
十

五
個
か
ら
五
十
四
個
と
、
二
十
個
近
く

増
え
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま

す
。ご

み
処
理
に
い
く
ら

　
　
　
　
費
用
が
か
か
る
か

　
平
成
三
年
度
に
町
が
ご
み
処
理
の
た

め
に
予
定
し
て
い
る
お
金
は
、
九
千
七

　ξ

1
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みご

百
四
十
五
万
九
千
円
1
こ
れ
を
町
民

一
人
当
り
に
換
算
し
て
み
る
と
、
八
千

二
百
五
十
円
で
す
。
こ
れ
は
、
も
ち
ろ

ん
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
税
金
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

●
み
な
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生

　
ご
み
の
処
理
に

　
　
　
　
　
　
　
六
二
、
九
九
一
千
円

●
み
な
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
燃

　
え
な
い
ご
み
の
処
理
に

　
　
　
　
　
　
　
一
八
、
○
八
八
千
円

●
生
ご
み
や
燃
え
な
い
ご
み
収
集
運
搬

　
の
業
務
委
託
　
一
四
、
〇
九
一
千
円

●
ご
み
の
投
げ
捨
て
禁
止
看
板
設
置
工

　
事
費
用
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
千
円

●
廃
乾
電
池
や
体
温
計
な
ど
の
有
害
ご

　
み
処
理
委
託
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
千
円

●
資
源
ご
み
を
回
収
し
て
い
た
だ
け
る

　
団
体
へ
の
謝
礼
　
　
　
三
〇
〇
千
円

●
不
法
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
、
ご
み
清

　
掃
の
賃
金
　
　
　
　
　
一
〇
〇
千
円

●
ご
み
減
量
化
の
た
め
の
コ
ン
ポ
ス
ト

　
容
器
購
入
補
助
　
一
、
三
三
九
千
円

　
以
上
が
平
成
三
年
度
に
町
が
ご
み
処

理
の
た
め
に
使
用
す
る
お
金
で
す
。

［
人
ひ
と
り
が
ご
み
の
減
量
を

　
ご
み
が
こ
れ
か
ら
も
増
え
続
け
れ
ば
、

処
理
能
力
が
飽
和
状
態
に
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
ご
み
処
理
の
費
用
も
増
え
ま

す
。
そ
し
て
財
政
に
占
め
る
ご
み
処
理

費
用
の
比
重
も
増
え
、
わ
た
し
た
ち
自

身
が
ご
み
の
税
金
で
強
く
圧
迫
さ
れ
ま

す
。　

で
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

い
か
に
ご
み
を
減
す
か
が
大
き
な
課
題

で
す
。
ご
み
に
な
る
と
分
か
っ
て
い
る

物
は
、
持
ち
込
ま
な
い
。
ス
ー
パ
ー
や
デ

パ
ー
ト
の
過
剰
包
装
な
ど
も
、
な
る
べ

く
少
な
い
包
装
に
し
て
も
ら
っ
て
家
に

持
ち
か
え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
ご
み
を
出
す
の
は
人
間
だ
か
ら
、
わ

た
し
た
ち
は
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
も
で

き
る
は
ず
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
ご

み
を
減
ら
せ
る
と
こ
ろ
で
は
減
ら
し
て

い
く
努
力
を
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
●

ご
み
を
出
す
と
き
は

　
　
　
　
分
別
し
て
か
ら

　
ご
み
の
中
身
を
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、

ま
だ
十
分
に
使
え
る
も
の
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ご
み
を
出
す
前
に
、
ま
だ
使
え
る
も

の
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
、
資
源
と
し

て
利
用
で
き
る
も
の
は
な
い
か
、
も
う

一
度
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
分
別
収
集
と
は
、
ご
み
処
理
の
効
率

を
高
め
る
た
め
に
、
　
「
燃
え
る
ご
み
」

と
「
燃
え
な
い
ご
み
」
と
に
分
け
て
収

集
し
た
り
、
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き

る
空
き
缶
や
古
紙
な
ど
を
、
別
に
収
集

翫．．痴　可燃ごみ
焼却処理施設
清掃センター

ρ

ポ
イ
捨
て

過
剰
包
装

鰯

リサイクル工場

リ分
サ別
イ収
ク集

2レ

やめたいもの

ごみの減量化のために

進めたいもの

鰯

　不燃ごみ
大里広域クリ

ーンセンター

　　、

國量［

　　畿∠
　　（資源回収団体）

（3）



す
る
方
法
で
、
①
可
燃
ご
み
（
燃
え
る

ご
み
）
②
不
燃
ご
み
（
燃
え
な
い
ご
み
）

③
粗
大
ご
み
（
大
型
ご
み
）
④
特
殊
ご

み
（
有
害
性
ご
み
な
ど
）
⑤
資
源
ご
み

（
古
紙
、
空
き
缶
、
空
き
び
ん
な
ど
）

の
五
つ
に
別
け
て
出
す
方
法
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
“
ご
み
の
出
し
方
”
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
ご
協
力
を

　
わ
た
し
た
ち
が
出
す
ご
み
に
は
、
資

源
ご
み
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
再
利
用
し
て
使
え

る
も
の
が
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
ご
み
と
し
て
捨
て
る
の
で
は
な
く
、

資
源
と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
再
利
用

を
リ
サ
イ
ク
ル
と
言
い
ま
す
。
こ
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
は
一
、
、
つ
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

①
ご
み
の
減
量
化
に
役
立
つ
。

②
資
源
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る

③
地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
町
を
美

　
し
く
す
る

　
こ
の
た
め
に
は
、
各
小
・
中
学
校
の

P
T
A
が
実
施
し
て
い
る
廃
品
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
町
で
は
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
の
団
体
が
行
っ
て
い
る
「
空
き
缶
ひ

ろ
い
」
に
も
奨
励
金
を
出
し
て
い
ま
す
。

粗
大
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る
家
具
や
自

転
車
な
ど
に
、
ま
だ
十
分
使
え
る
も
の

が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
年
度
あ
ら
た

に
不
用
品
の
交
換
会
も
計
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

収集日の朝8時30分までに出してください。
糠臼、 収集する1ゴミの内容 持　ち　出　し、方　の　マ　ナ　ー

燃 、週b

■
A

．《

台所ゴミ
◎生コミは、できるだけ庭に埋めるなどして土にもどしましょう。

●台所のゴミはよく水切りをして、指定の紙袋で出してください。

●指定の紙袋以外は収集いたしません。

暢
一え 、　　　＿

蹴黛
る
ゴ

回
収
、 」

吻 、／

！

劣　／

　o

紙　　　　類 ◎もう一度利用するために、P　T　Aなど地域の集団回収に協力して

ください。

、
、

集 毎r一
o 一

〇
o
，

●ダンボール箱は小さく折りたたみ、結んで出してください。

●衣類は持ち出しやすくして出してください。

、
（
可

（・
…指・

睡＼㌔！麟〃，NI臨 布　・衣類 ●フトン類は、折りたたみ、結んで出してください。

・燃、

物
）

定
曜
圏
）

o 猷　　　＝

勘
木製家具類

●木の机、二段べ・ソド等の木製家具は、小さくこわして、束に結ん

で出してください。

闘
ノ

こ
、
、 、黛

ノ
　
7

！
柱 ●3m以内に前処理したものを直接搬入してください。

もう一度使えないか、捨てる前に考えてみよう。

禰、，

、』1
亡、，② ビ　ン　類

◎分別し、廃品回収として資源の再利用をしましよう。

●酒屋さん等にきめられた分類で返す習慣をつけましょう。

燃
、 ，．曾

カ　ン　類
●スプレー缶は穴をあけ、ガスを抜いてから出してください。

●ビン・カン類は、丈夫な袋に入れて出してください。

一一、「

徊
〆
収
一
集神　
1
召
　
1
、

霧』

嗜
定
・
臼

，1

）

．．v鯨 ガラス製品 ●ガラスカケを出す時は、「ガラス」と表示して出してください。

塾

小型電気製品 ●他のゴミといっしょにしないでください。

え
、
な
い
ゴ
ミ
、
（
不
燃

o
f

〆園
’

『

　　，

」
一

㌧∠＿，＿

金　物　類

●ブリキ、トタン類は束に結んで出してください。

物転

　　　一

自　転　類
スチール机等

）　　』、

使用済乾電池等
●乾電池、体温計、蛍光灯、鏡などは有害ゴミなので、ビニール袋

等に入れて、「有害」と明記の上出してください。

●タイヤ、プロパンガスやアセチレンガスのボンベ、石油、廃油、薬品、塗料及びその容器。

●家のとりこわしにより出たガレキ、マ・ソトレス、応接セット。

●事業活動に伴うゴミは、自分で直接処理するか、業者に依頼してください。

●紙おむつは、絶対に出さないでください。

収集でき

ないもの

（4）



　
新
年
度
に
な
り
、
教
職
員
お
よ
び
町

職
員
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

住
民
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て

ご
苦
労
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
各
字
区

長
さ
ん
に
も
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
区

三
　
本

　
新
井

下
押
切

　
権
田

樋
春
南

　
大
沢

　
柴

　
木
村

長

）
は
前
任
者

二
　
　
（
藤
野
　
要
）

美
登

宮
雄

昭
二

（
大
島
　
清
）

（
鎌
塚
　
義
一
）

（
柴
　
芳
夫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
　
ひ
ろ

御
正
駐
在
所
に
小
林
敬
裕
さ

　
一
一
．
月
に
行
わ
れ
た
警
察
の
人
事
異
動

で
、
御
正
駐
在
所
に
小
林
さ
ん
が
着
任

に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。氏

名
小
林
敬
裕
（
二
十
三
歳
）

出
身
地
　
埼
玉
県
上
尾
市

趣
　
味
　
ス
ポ
ー
ツ

　
小
林
さ
ん
は
、
こ
ち
ら
に
転
任
に
な

ん

る
前
は
、
草
加
警
察
署
（
関
東
管
区
機

動
隊
）
に
勤
務
さ
れ
数
々
の
功
績
を
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
駐
在
所
の
勤
務
員
と
し
て
は
、
二
十

三
歳
と
若
い
で
す
が
、
若
さ
を
生
か
し
、

「
犯
罪
の
な
い
明
る
い
町
づ
く
り
」
に

努
力
し
た
い
と
抱
負
を
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
困
り
ご
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

若
さ
と
実
行
力
を
兼
ね
備
え
、
町
の
治

安
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
駐
在
所
の
電
話
番
号
は
、
三
六
－
五

三
三
六
で
す
。
前
任
の
青
木
紳
一
郎
さ

ん
は
、
外
勤
課
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

◎
教
　
職
　
員

O
江
南
南
小
学
校

校
長

教
諭

〃〃校
長

教
諭

　
〃〃〃

瀬
下
　
裕
仁

藤
野
　
勝
三

野
部
　
玲
子

松
崎
有
里
子

長
島
　
　
仁

瀬
山
美
代
子

水
野
ま
ゆ
み

長
谷
川
一
美

根
岸
　
啓
子

o
江
南
北
小
学
校

教
諭

〃〃〃〃

内吉井小橋
田野田林本

直啓恵幹松
美一子雄枝

〃
　
茂
木
　
寿
子

〃
　
浜
島
　
和
子

〃
　
小
林
　
貴
子

o
江
南
中
学
校

長
井
小
校
長
へ

大
寄
小
教
頭
へ

市
田
小
へ

久
下
小
へ

妻
沼
小
よ
り

鴻
巣
東
小
よ
り

鴻
巣
赤
見
台
第

二
小
よ
り

岡
部
小
よ
り

新
採
用

退
職

川
本
南
小
へ

吉
岡
小
へ

花
園
小
よ
り

大
宮
北
養
護
よ

り神
川
青
柳
小
よ

り松
伏
金
杉
小
よ

り欠
員
補
充

教
頭
　
橋
本
　
和
夫
　
退
職

教
諭

〃〃〃教
頭

教
”壬△
　眞剛

〃〃

松野福山寺
永口田本沢

　稔広哲
勲子美郎剛

中
島
　
敏
和

田
中
　
正
義

長
島
さ
え
子

斉
藤
　
洋
子

藤
沢
中
へ

幡
羅
中
へ

熊
谷
東
中
へ

川
本
中
へ

北
教
育
セ
ン
タ

ー
よ
り

花
園
中
よ
り

川
口
芝
東
中
よ

り大
幡
中
よ
り

大
宮
養
護
よ
り

◎
町
　
職
　
　
員

●
退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

寺
山
　
和
雄
（
幼
稚
園
）

関
口
　
律
子
（
給
食
セ
ン
タ
i
）

●
昇
　
格

O
議
会
事
務
局
長
　
小
林
　
公
夫
（
企

画
課
長
補
佐
）

O
保
健
課
長
補
佐
　
小
沢
　
信
夫
（
保

健
課
主
事
）

●
異
　
動

○
総
務
課

　
総
務
課
付
　
反
町
　
勝
行
（
教
育
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
会
出
向
）

O
企
画
課

　
課
長
補
佐
　
安
藤
　
喬
司
（
水
道
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
補
佐
）

o
住
民
課

　
課
長
補
佐
　
高
柳
八
重
子
（
保
健
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
補
佐
）

o
保
健
課

　
主
査
　
小
林
佐
智
子
（
経
済
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
事
）

　
主
事
補
　
　
吉
野
　
真
伸
（
新
採
用
）

0
経
済
課

　
課
　
長
　
　
長
倉
　
宏
昌
（
議
会
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
局
長
）

　
主
　
任
　
　
鹿
庭
　
栄
子
（
教
育
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
会
出
向
）

O
建
設
課

　
課
長
補
佐
　
寺
山
　
重
雄
（
住
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
補
佐
）

　
主
　
任
　
　
舟
橋
　
勝
利
（
経
済
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
事
）

O
同
和
対
策
室

　
室
　
長
　
　
嶋
山
　
邦
久
（
大
里
南

　
　
　
　
　
　
　
部
環
境
福
祉
一
部
事

　
　
　
　
　
　
　
務
組
合
事
務
局
長
）

O
水
道
課

　
課
長
補
佐
　
吉
野
　
博
孝
（
建
設
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
補
佐
）

○
教
育
委
員
会

　
主
　
査
　
　
吉
田
千
恵
子
（
保
健
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
事
）

　
主
　
査
　
　
大
久
保
光
司
（
建
設
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
事
）

　
中
条
中
教
頭
　
大
久
保
達
雄
（
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
主
事
）

　
給
食
調
理
員
　
冨
田
光
代
（
新
採
用
）

o
大
里
南
部
環
境
福
祉
一
部
事
務
組
合

　
事
務
局
長
　
永
田
三
千
里
（
経
済
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
）

ウ

　
　
、

塾
㌔

、覧¶

（5）



あて先は役場総務課盈36－1521です。 トビツクス

あらたに《》OO人

　　　　　まあたらしい服に身をつつみ

　　　　4月6日Gゆ～10日㈱までにあいっいで、保育所・南・

　　　北小学校・中学校・幼稚園の入学（所・園）式が行なわ

　　　れました。

　　　今年新たにそれぞれの門をくぐることになった児童の

　　　数は、保育所55名・幼稚園140名・小学校197名（南一125

　　　名・北72名）中学校208名計600名で、とくに南小は開校

　　　以来最多の新入生を迎えることになりました。

　　　写真は左から、中学校、北小学校、保育所、南小学校、

　　　中学校です。

　、×ヤ．

＼Nノ　．．誌
　　嘘

儲鈴メ 、・　　　　響 　町内のカーブミラーをきれいに！

　4月13日（土）小雨のなか、小原・御正駐在所連絡協議会、

江南町交通安全母の会、同交通指導員合同で、町内のカー

ブミラー清掃が行なわれました。

　子供たちが安全に登下校できるよう、また町内の交通事

故がすこしでも減るようにと願いをこめて1枚1枚手で拭

かれたカーブミラーは、見ちがえる程きれいになりました。

　しかし、町内のカーブミラーは、、700本ちかくあり、とて

も1日では終わりませんでしたが、今後もこの運動を続け

ていこうとみなさんはりきっていました。

トii

灘熊・

↓
o
互
o
ω

　　麹
ii　撃蜘

　　i詣

　　　瑳

　　多　／　霧

　　、、灘灘

　　馨　灘
　　欄
　　／灘耀。

　ll鐵繍
　鰍鵯…’㌦…1

　　計鱗

　　口

　　　籔l

　l離
　　…鰐
　嚢　　　1

　　鍵　・

　｝　　むニ　　ぎ
尉騰…饗…

難ζ　酬ドβ乾i



トビツクス 身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。

親入学《園・漸）式
羅　l

l　一　第1回町民海外研修
　纏　　　就
　　　ヂ　　　　　　　箋　ふるさと創生事業の一環として、第1
　1磯繍騨腕

1　　　ンシスコ、ロスァンゼルス）を7日間の
　i　l

　　　　日程で、自然環境、住民生活、教育文化、

　　　　産業経済、スポーツなどの研修を行って

離　　　　きました。

難鰻1

購1，1、、燃罪（欝総号以降で

嗜ii

　…

、
ー

膨
臨

，
勝

　　　自転車の安全な乗り方教室開催
　　　4月16日、江南中学校で新入生徒を対象に自転車の

　　安全な乗り方教室が行われました。熊谷警察のおまわ

　　りさんや交通指導員さんの見守るなか、自転車での横

　　断や安全な乗り方を学びました。

　　「E　一’　　　　11「　一　一　　　　1…
哩狩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　－　1’l　　　　　　i

　　　　役場前に公園完成

　　　役場前と押切字山神のニカ所に公園が

　　出来ました。これは、江南中央第一土

　　地区画整理区域内の原谷公園（4，000㎡）

　　と山神公園（4，900㎡）が完成したもので、

　　写真は役場前の原谷公園です。

　　　　　　　　　　　躍　　i・

瞬雛灘r鱗簸、鞭㌶　1、



◇＾o＾o＾《＞＾o＾o＾◇＾◇＾o＾o＾◇＾o＾◎＾o＾o＾◇＾◇＾◇＾o＾◇＾o＾o＾◇＾o＾◇＾◇＾o＾o＾◇＾o＾o＾o＾o＾◇＾o＾o＾◇＾o＾◇＾o＾o＾o＾◇＾o＾o＾o＾o＾◇＾◇＾o＾◇＾o＾o＾◇＾o＾◇＾o＾o

高
血
圧
か
ら
身
を
守
ろ
う

高
血
圧
は
な
ぜ
怖
い
？

　
高
血
圧
は
そ
れ
自
体
、
痛
く
も
か
ゆ

く
も
な
く
、
日
常
生
活
や
仕
事
に
何
の

さ
し
つ
か
え
も
な
い
も
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
血
圧
の
高
い
状
態
が
長
く
続
き

ま
す
と
、
血
管
が
い
た
み
は
じ
め
、
全

身
の
臓
器
に
血
管
障
害
が
起
こ
っ
て
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
高
血
圧
が
ひ
ど
く
な
る

　
　
　
　
　
す
。

㎜
謬
で
は
す
る
と
、

㈲鱒鱒鱒
ひ

．
　
　
　
　
　
　
高
血
圧
に
よ
る
障
害
が

婦・
　
　
　
　
　
　
早
い
時
期
に
あ
ら
わ
れ
、

㎜
鞭
で
は
末
期
に
な
る
と
・
尿
毒

ゆ

。
　
　
　
　
　
　
症
な
ど
が
起
き
、
危
険

卿・
　
　
　
　
　
　
で
す
。

㈲㈱
…
ど
う
し
て
高
血
圧
に
な
る
の
？

傷澄

⑳
　
高
血
圧
に
は
か
な
り
遺
伝
が
関
係
し

卿
て
い
ま
す
。
両
親
が
高
血
圧
の
場
合
、

O

高
血
圧
の
ほ
か
に
高
脂

血
症
や
糖
尿
病
を
合
併

　
　
　
　
心
筋
梗
塞
や

狭
心
症
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

そ
の
子
供
は
8
0
～
9
0
％
く
ら
い
が
、
片

親
が
高
血
圧
の
場
合
が
、
5
0
％
く
ら
い

が
高
血
圧
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
は
、
遺
伝
的
な
も
の

が
な
く
て
も
高
血
圧
に
な
る
人
も
い
ま

す
。
原
因
は
主
に
肥
満
と
塩
分
の
と
り

す
ぎ
で
す
。

塩
分
の
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
が

血
圧
を
上
げ
る
く
せ
者
！

　
塩
分
の
成
分
で
あ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
が

体
内
（
と
く
に
血
液
の
中
）
に
た
く
さ

ん
は
い
っ
て
き
ま
す
と
、
体
は
濃
く
な
っ

た
ぶ
ん
を
薄
め
よ
う
と
し
て
、
水
分
を

外
か
ら
ど
ん
ど
ん
引
っ
張
り
こ
み
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
塩
気
を
た
く
さ
ん
と
る

と
、
の
ど
が
渇
い
て
水
を
飲
ん
だ
り
し

ま
す
ね
。
お
な
じ
よ
う
な
こ
と
が
体
内

で
起
っ
て
く
る
の
で
す
。
　
亭
血
管
を

広
げ
る
。

　
ま
た
、
血
管
の
壁
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
が

た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

刺
激
（
寒
さ
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
）
に
応

じ
や
す
く
な
る
の
で
す
。
　
呂
血
管
を

縮
め
る
。

　
で
す
か
ら
、
片
方
で
は
血
液
の
量
が

増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
血
管
を
広
げ
よ

う
と
し
、
一
方
で
は
血
管
を
縮
め
よ
う

と
す
る
。
ち
ょ
う
ど
血
管
の
内
と
外
で

O
　
O
　
O
　
◇
　
◇
　
O
　
O
　
O
　
◇
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O

お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
を
す
る
か
た
ち

に
な
り
、
血
圧
が
上
昇
し
て
し
ま
う
の

で
す
。

カリウムの多い食品

秘
ブロッコリー

パセリ
にんじん はす

バナナ

幽
干しがき

醗
メ
ロ
ン ほうれん草

食
生
活
を
み
な
お
そ
う

◎
食
塩
は
一
日
十
グ
ラ
ム
以
下
に

　
・
体
が
必
要
と
し
て
い
る
の
は
一
～

　
　
三
グ
ラ
ム
で
す
。
で
き
れ
ば
七
グ

　
　
ラ
ム
以
下
に

◎
カ
リ
ウ
ム
を
十
分
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
・
血
圧
の
上
昇
を
抑
え
、
ま
た
ナ
ト

　
　
リ
ウ
ム
と
い
っ
し
ょ
に
手
を
つ
な

　
　
い
で
体
外
に
出
て
い
き
ま
す
。

◎
蛋
ぱ
く
質
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
・
魚
の
蛋
ぱ
く
質
は
血
圧
を
下
げ
て

　
　
く
れ
ま
す
。

　
・
大
豆
な
ど
は
血
管
を
丈
夫
に
し
て

　
　
く
れ
ま
す
。

　　て　　て　　　　な　ト　○　　グ　～　　　　　　※野菜や果物に多く含まれています。　　　　　　のち
◇O　O　◇　O　O　O　O　O　O　O◇　O　◇　O　O　O　O　O　O　O　O　O◇O　O　O　O　66　A◇　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O◇　O　O　◇O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　◎O　◇O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　◇O

O
　
◇
　
O
　
O
　
O
　
◇
　
◇
　
O
　
O
　
◇
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
◇
　
◎
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
◇
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
◇
　
O
　
O
　
◇
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
◇
　
◇
　
O
　
O
　
　
　
　
　
◇
　
O
　
Q
　
O
　
O
　
◇
　
O
　
O
　
O
　
◇
　
O
　
O
　
O
　
O
　
◇
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
◇
　
◇
　
◇
　
O
　
◇
　
O
　
O
　
O
　
O
　
◇
　
O
　
O
　
O
　
◇

●
㊥
0
0

大
里
郡
総
合
体
育
大
会

　
第
三
回
大
里
郡
総
合
体
育
大
会
の
閉

会
式
が
三
月
二
十
二
日
、
花
園
町
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
平
成
二
年
度
に
行
わ

れ
た
七
種
目
の
町
村
対
抗
大
会
の
結
果

に
得
点
を
つ
け
、
そ
の
総
合
得
点
で
順

位
を
決
定
す
る
も
の
で
、
江
南
町
は
総

合
で
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
総
合
成
積
　
　
（
得
点
）

優
勝

準
優
勝

七六五四三
醗
叢

位位位位位

花
園
町

妻
沼
町

江
南
町

寄
居
町

岡
部
町

大
里
村

川
本
町

16　17　22　27　32　35　37

点点点点点点点

・
種
目
別
成
積

▼
一
般
男
子
野
球
大
会

七
月
二
十
九
日

優
　
勝
妻

準
優
勝
　
岡

三
　
位
　
大

五
　
位
　
江

出
場
チ
ー
ム

▼
一
般
卓
球
大
会

九
月
二
日

優
　
勝
　
花

準
優
勝
　
江

　
三
　
位
　
寄

出
場
チ
ー
ム

南里部沼
　　　　会
町村町町場

岡
部
町

7
点

6
点

5
点

2
点

御
正
プ
リ
ン
ス

　
会
場
　
江
南
町

園
　
町
　
7
点

南
　
町
　
6
点

居
　
町
　
5
点

江
南
町
卓
球
愛
好
会

▼
一
般
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

九
月
二
日
　
　
　
会
場
　
江
南
町

（8）



欝、うさと

再発見

地
名
は
語
る

「
柴
」

　
「
柴
」
と
い
う
地
名
は
、
町
役
場
の

位
置
す
る
場
所
か
ら
川
本
町
に
至
る
、

東
西
に
細
長
い
範
囲
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

区
域
の
ほ
と
ん
ど
が
、
江
南
台
地
を
開

せ
き析

す
る
侵
食
谷
に
面
し
て
い
る
た
め
、

水
田
は
狭
く
千
代
地
区
と
同
様
に
平
坦

な
土
地
を
山
林
が
お
お
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
平
坦
地
に
つ
け
ら
れ
た
小
字
名
に

は
「
西
原
・
下
原
・
原
谷
」
と
原
が
し

ば
し
ば
見
え
、
原
谷
に
は
町
役
場
が
あ

り
ま
す
。
い
わ
ば
、
柴
は
町
の
代
表
地

名
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
地
名
辞
典
な
ど
に
よ
る
と
「
シ
バ
」

は
干
燥
地
、
地
力
の
や
せ
た
土
地
、
焼

畑
の
こ
と
な
ど
の
説
明
が
見
え
ま
す
。

江
戸
時
代
の
地
誌
に
記
述
さ
れ
た
「
柴

村
」
の
説
明
に
通
づ
る
部
分
が
多
く
、

妥
当
な
と
こ
ろ
で
す
。
地
誌
に
は
「
桑
、

麦
に
適
さ
ず
、
時
々
干
燥
の
た
め
作
物

が
育
た
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。

　
耕
作
地
は
水
田
六
町
、
畑
三
町
で
す

が
、
林
十
九
町
と
山
林
が
主
体
を
占
め
、

生
業
・
物
産
の
面
で
も
、
薪
・
炭
が
多

い
よ
う
で
す
。
現
在
で
も
、
山
神
を
祀

る
祠
や
塚
を
山
林
内
に
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
約
千
年
前
の
奈
良
・
平
安
時
代
、
当

時
の
柴
字
寺
内
周
辺
の
様
子
は
、
人
び

　
　
　
　
が
　
て
あ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぬ
　
ふ
き

と
の
住
む
竪
穴
住
居
跡
の
茅
葺
屋
根
の

第11話

並
ぶ
ム
ラ
の
背
後
に
瓦
葺
の
大
屋
根
と

天
を
指
す
相
輪
を
載
い
た
塔
を
望
み
、

朱
色
に
塗
ら
れ
た
柱
が
緑
の
木
ぎ
に
映

え
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
埼
玉
県
内

で
も
ま
れ
な
古
代
寺
院
の
堂
塔
伽
藍
が
、

確
か
に
あ
っ
た
の
で
す
。
山
林
の
中
に

眠
る
こ
の
遺
跡
は
、
一
時
代
を
画
す
文

化
の
花
開
い
た
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
を

偲
ば
せ
ま
す
。

　
こ
の
頃
の
記
録
は
ほ

と
ん
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
後
江
戸
時
代
ま
で

空
白
の
時
代
が
流
れ
ま

す
。

　
戦
国
時
未
期
、
現
在

の
板
井
・
柴
・
川
本
町

本
田
周
辺
は
「
篠
場
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と

が
、
町
の
「
長
命
寺
文

書
」
か
ら
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
江
戸
時
代

以
降
「
篠
場
」
は
目
立

た
な
く
な
る
の
で
、
「
シ

ノ
バ
」
か
ら
「
シ
バ
」

へ
移
り
変
わ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
町
の
「
柴
」
の
由
来

は
、
地
名
辞
典
の
説
明

の
と
お
り
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
こ
れ
を
苗
字
に
使
わ
れ
る
旧

家
が
あ
り
地
名
と
同
一
で
す
。
こ
の
興

味
深
い
事
実
は
、
地
名
の
付
け
ら
れ
た

経
違
を
秘
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
荒
川
右
岸
地
域
に
は
、
武
田
家
の
滅

亡
後
、
旧
家
臣
団
が
徳
川
家
の
代
官
伊

奈
氏
に
よ
り
、
知
行
地
を
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
後
に
、
旗
本
に
取
り
立
て
ら
れ

た
有
力
者
も
出
ま
し
た
。
同
時
に
輩
下

の
者
で
土
着
帰
農
し
た
者
も
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
他
に
も
、
深
谷
上
杉
家
・

鉢
形
北
条
家
の
旧
家
臣
と
伝
え
ら
れ
る

旧
家
も
多
く
知
ら
れ
る
な
ど
、
江
南
周

辺
の
特
色
の
よ
う
で
す
。

出三準優
場　優
↑位勝勝●
ム花岡江

南
　
町
　
　
7
点

部
　
町
　
　
6
点

園
　
町
　
　
5
点

江
南
町
選
抜
チ
ー
ム

▼
一
般
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

十
月
二
十
一
日
　
会
場
　
寄
居
町

優
勝
妻
沼
町
　
7
点

準
優
勝
花
園
町
　
6
点

三
位
大
里
村
　
5
占
旧

五
位
江
南
町
　
2
点

出
場
チ
ー
ム
　
江
南
バ
レ
ー
同
好
会

▼
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

十
一
月
十
八
日
　
会
場
　
花
園
町

優
勝
妻
沼
町
　
7
占
m

準
優
勝
　
花
　
園
　
町
　
　
6
点

三
位
寄
居
町
　
5
点

五
位
江
南
町
　
3
占
m

出
場
チ
ー
ム
　
三
本
、
江
南
南
会

▼
一
般
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
十
一
月
十
八
日
　
会
場
　
花
園
町

　
優
勝
江
南
町
　
7
点

　
準
優
勝
　
妻
　
沼
　
町
　
　
6
点

　
三
位
花
園
町
　
5
点

　
出
場
チ
ー
ム
　
江
南
レ
デ
ィ
ー
ス

▼
一
般
男
子
サ
ッ
カ
ー
大
会

一
月
十
三
日

優
　
勝
　
寄

準
優
勝
　
花

三
　
位
　
江

出
場
チ
ー
ム

　
会
場
　
川
本
町

居
　
町
　
　
7
点

園
　
町
　
　
6
点

南
　
町
　
　
5
点

江
南
ク
ラ
ブ

　
四
月
十
二
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
五

日
間
、
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
剣
道

教
室
が
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
剣
友
会
の
人
た
ち
の
指
導
に

よ
り
、
初
め
て
竹
刀
を
に
ぎ
る
子
供
た

ち
九
名
は
真
剣
に
指
導
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
五
日
間
の
教
室
で
礼
儀
作
法
も

身
に
つ
き
、
最
終
日
に
は
終
了
証
が
わ

た
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
の
ス
ポ
ー
ツ

十
二
日

十
九
日
～

二
十
六
日

春
季
字
別
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

　
　
　
　
（
町
民
体
育
館
）

町
民
野
球
大
会

　
　
　
　
（
運
動
公
園
他
）

（9）



し

雛購絆

そこで、平成3年度の研修員につ

いて本年7月から来年3月までの9
か月間、宿泊などお世話してくださ

る家庭を捜しています。

なお、宿泊・食事代相当分（月額

約8万円）は、県で負担します。

当町にある県立畜産試験場で研修

するフィリピンのノエル・エルナス

マデロさん（33歳・男性）の宿泊先

となってくださる家庭がありました

ら次へご連絡ください。

連絡先　埼玉県総務部国際交流課海

　外協力係　台048－824－2111

　内線2335・2336
深谷青年の家青年スクール生

　日時5月28日㈹～9月11日㈹
　場所埼玉県立深谷青年の家
　対　象　18歳～35歳の県内在住在勤

　　の青年　20名～30名
　内容◎火曜日コース
　　ペン・毛習字、陶芸、バド
　　ミントン、アートフラワー
　　◎水曜日コース
　　英会話、茶道、調理
　　◎金曜日コース
　　手品、ハーブ＆ポプリ、卓
　　球、受講料無料（教材費実費）
　申込み　5月7日㈹午後7時より
　　5月12日（日）まで、直接青年

　　の家へ（先着順）
　問合せ　深谷青年の家　a71－7548

日　時　5月28日㈹

　午前9時30分～正午まで
場所勤労福祉センター第2研修

　室内容行政への不満など
問合せ　総務課　内線227

心配ごと相談

　
　
欠
多輸

細
囮

σ℃

午
第
　
ご
内

日
正
一
　
み
　
　
金

28

～
タ
　
悩
会

熱
融
認
異

月
前
労
　
常
会

5
午
勤
室
日
社
国

時
所
容
餌
圖

日
　
場
　
内
問

学生の皆さん、国民年金に

全員加入です

20歳以上の学生の皆さんは、本年

4月から国民年金に全員加入するこ

とになりました。

まだ加入の届け出をされていない

人は、印かん持参のうえ、住民登録

のしてある市役所、町村役場の年金

係へ。親の手続き代行でできますか

ら、特に住民票が親元にある人など

は連絡して届け出をお早めに。

なお、保険料の納付が困難な人に

は、保険料を免除する制度もありま

すので、ご相談ください。

　　　　　　鰻国民年金の加入者は、第1号、第　購、雛

2号、第3号被保険者の三種類に分　難…顯鐵

けられますが、っぎのような届出事　灘1鐡

項に該当した場合は、手続きが必要　藝織議

　　　　　　になります・届け出齢忘れなく㌧l　l

風拙が蝦などき 廊拙の穫類、、「

自営業をやめて 国民年金被保険者

会社員に 資格喪失届

（第1号→第2号

会社を退職し、 国民年金被保険者

自営業に 資格取得届、再取

得届

（第2号→第1号）

会社を退職し、サ 〃

ラリーマンと結 〃

婚、専業主婦に （第2号→第3号）

サラリーマン家 国民年金被保険者

庭の専業主婦か 資格喪失届

ら会社員に （第3号→第2号）

サラリーマン家 種別変更届

庭の専業主婦か （第3号→第1号）

ら自営業に

自営業をやめ、サ 種別変更届

ラリーマンと結 （第1号→第3号〉

婚、専業主婦に

懸蕪1臓脳蹴”ン

灘
薯

藩毒
纒騰

鱒舞
i麟慧
螂顯

　　　　　舞難灘　　　　　懸くわしくは、役場住民課国民年金　縫難簸
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⑳
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瓢
花
人
と
な
り
て
流
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猷
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狩
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水
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憩
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猷
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小
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瓢
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ざ
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通
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往
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嚇
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モ
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す
く

蜆
汁
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掬
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人
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小
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花
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下
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と
語
り
し
日
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あ
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ナ
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コ
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鳴
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の
宿
土
産
に
買
い
し
夫
婦
箸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

水
ぬ
る
む
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子
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群
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富
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牧
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潔
よ
く
桜
散
る
さ
ま
眸
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残
す
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枝

ふ
る
里
の
花
咲
く
下
に
眠
る
父
母

　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

春
天
に
よ
ろ
こ
び
響
き
渡
り
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

花
の
下
黙
し
居
れ
ど
も
充
た
さ
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

春
愁
や
面
影
叔
父
の
七
年
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

ニ
ュ
ー
ス
に
も
桜
前
線
仲
間
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
　
米
子

年
輪
を
重
ね
て
も
な
ほ
花
満
た
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男



、肩鱒鞭難灘，欝、1灘、鰯灘 灘　醸／
　
　

藝

癖　講難

’㎏麟

’
彗

纐灘

花き園芸講座

縫難、
離　蝶

辮毒
　　　時間は、午後1時30分
　　　対象一般県民
疑付誓昇灘前・一
、謙懸、問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　　　　農林公園内・植物振興セン
灘　鷺

　　　　　　ター　費83－2841

開催日 内　　　容 費用
10日㈹ ベゴニァの品種と育て方 無料

15日㈹ 観葉植物の楽しみ方 〃

21日㈹ 初夏の庭仕事 〃

27日（月） ハーブの栽培と楽しみ方 〃

30呂体1 サツキ開花後の手入れ 〃

さいたま水道フェスティバル

示
　
日

展◎
期

◎さいたま水道フォーラム’91

期日6月1日（土）13時～16時10分
場　所　大宮ソニックシティ小ホール

内容金田一春彦氏による講演「水

　　　と言葉」、金田一氏、林家

　　　木久蔵氏、遠藤泰子氏によ

　　　る座談会、秩父市と大宮市

　　　の児童生徒の合唱、クイズ

　　　大会など

藝場
　内
灘

灘

　6月1日（土〉から3日（月）、

　10日寺力・ら18日寺まで

所　J　R大宮駅コンコース

容埼玉県の水道についてお知
　らせするパネル・模型展示、

　水道相談、全国の名水試飲

　など

三
月
中
届
出

酒
井
　
重
男

浅
見
　
茂
雄

笠
原
　
延

高
田
徳
次
郎

橋
本
健
次
郎

樫
崎
　
定
雄

萩
原
　
武
夫

浅
沼
タ
ツ
子

菊
地
　
イ
エ
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農林学級（5・6月）

開催日 内　　容 時間
5／12鼠日） 料理内容 午前10時

（子供料理教室）

23師 料理教室 午前10時

（てづくりこんにゃく）

12日（9） 農業体験 午後1時30分

〔年間コース〕

（草花・野菜）

19日㈲ 農業体験 午後2時

（ミニトマトの収穫）

26ヨ（日） 農業体験 午前10時

（ミニトマトの収穫〉

26日（日） 農業体験（モロヘ 午後2時

イヤ栽培講習会）

6／9日（日） 木工教室 午後塒30分

（ボックスツール〉

用
象
せ

　
　
合

費
対
問

無　　料

一般県民

農林公園管理事務所

費83－2301

甲種防火管理者講習会

　事業所では、建築延面積300㎡以

上で収容人員30名以上、または、500

㎡以上で収容人員50名以上の場合、

甲種防火管理者の選任が必要です。

この機会に進んで受講してください。

日　時　7月4日（木）、5日（金）

　　　午前9時～午後4時30分
場所熊谷市立勤労会館
定　員　200名　（定員になりしだい

　　　締め切ります。〉

受講料　テキスト代として3，500円

敬
称
略
）

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

　　　を申込時に納入。

期限6月7日（金）～20日仕）

　　　ただし、土曜日の午後と日

　　　曜日は除きます。

問合せ　熊谷地区消防本部予防課

　　　歪謄21－1207

埼玉勤労者大学ワープロ講座

日　時　昼間一日コース

　　　6月11日（火）・12日（水）・18日

　　　（水）・19日（水）

　　　9時30分～16時30分

　　　夜間二日コース
　　　6月11日（火〉～12日（水〉

　　　6月18日（火）～19日（水）

　　　18時30分～20時30分
定　員　各回とも10名、定員になり

　　　しだい締め切り・　●
内　容　基本操作から文章の作り方

　　　までの講座、初心者対象。

受講料　昼間コース　5，150円

　　　夜間コース　3，090円
申込み　5月25日（土〉午前9時より電

　　　話で受付
申込先　埼玉県熊谷福祉センター

　　　熊谷市箱田5丁目6番2号
　　　歪雪21－5421

ホストファミリー
　埼玉県では、発展途上国から研修

員を受け入れ、技術の研修を行うと

ともに県民との交流を通して、友好

親善関係の増進に努めています。
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11，840 町民のうごき
11，830

11，820

人／戸

3，270
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3，250

人口

一

一渥、牽

世帯数

1月2月3月4月

4月1日　現在

人口11，822人一15
男

女

5，830人　　一10

5，992人　　一5

世帯　3，260戸一11

平成3年救急出動状況
救急出動状況　　3月 累　　計

交　　　通　　　　7件 14件

一般負傷　　　　　2件 5件

急　　　病　　　　12件 30件



　　　　　ひろ　　　ゆき

福島寛之ちゃん
　平成2年8月22日生

　福島　豊・富美江さんの

長男　（8ヵ月）

「たくさん食べるので、今

から食費の心配をしていま

す。他人を思いやれる子に

成長してほしいと思ってい

ます…」とお母さん。

　　　　　とも　　　や

木村友哉ちゃん
　平成2年7月3日生
　木村　進・綾子さんの

長男　（9ヵ月）

「上に小学6年と4年生の

お姉ちゃんがいます。

　二人のお姉ちゃんのよう

に元気に育ってほしい…」

とお母さん。

　　　　　ゆ　　　　り

高橋侑里ちゃん
　平成2年6月9日生
　高橋克典・よし江さんの

長女　（10ヵ月）

「おチビちゃんですが元気

一杯にハイハイして遊んで

います。健康で思いやりの

ある子に育ってほしい…」

とお母さん。

　　　　　み　　　さと

深津美智ちゃん
平成2年5月2日生

　深津一久・政子さんの

長女　（11ヵ月）

「明るく素直でじょうぶな

子供に育ってほしい。

　他人をおもいやる女の子

に育てたい……」とお母さ

ん。

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

竹
の
子
の
そ
ぼ
ろ
煮

橋
本
和
子
さ
ん
（
小
江
川
）

▼
材
料

　
竹
の
子
四
〇
〇
9
、
ひ
き
肉
二
〇
〇

9
、
し
ょ
う
油
大
さ
じ
二
杯
、
砂
糖
大

さ
じ
二
杯
、
酒
大
さ
じ
二
杯
、
出
し
汁

カ
ッ
プ
一
杯
。

※
木
の
芽
か
大
根
葉
の
芯
を
少
々
。

▼
作
り
方

囹
塩
漬
け
の
竹
の
子
を
使
用
す
る
場
合

◎
塩
漬
け
竹
の
子
は
、
四
㎝
位
の
長
さ

に
切
っ
て
か
ら
、
せ
ん
切
り
に
す
る
。

◎
切
っ
た
竹
の
子
は
、
薄
い
塩
水
に
二

灘懸時
間
ほ
ど
漬
け
て
お
く
と
塩
分
が
早
く

抜
け
る
。
そ
の
後
二
回
ほ
ど
水
を
取
り

替
え
一
日
で
塩
が
抜
け
る
。
こ
の
作
業

は
、
料
理
す
る
前
日
ま
で
に
し
て
お
く

と
よ
い
。

幽
と
り
た
て
の
竹
の
子
を
使
用
す
る
場
合

◎
皮
つ
き
の
竹
の
子
を
た
て
に
切
れ
め

を
入
れ
る
。

◎
湯
の
中
に
米
ぬ
か
を
一
つ
か
み
程
度

入
れ
、
竹
の
子
は
皮
つ
き
の
ま
ま
ゆ
で

る
。
は
し
が
通
る
く
ら
い
ま
で
ゆ
で
、

さ
め
て
か
ら
皮
を
は
ぐ
。
竹
の
子
の
切

れ
め
の
下
か
ら
皮
を
は
ぐ
と
一
気
に
取

れ
る
。

▼
調
理
の
方
法

◎
鍋
に
し
ょ
う
油
、
砂
糖
、
酒
、
出
し

汁
を
入
れ
て
煮
た
て
火
を
止
め
る
。

◎
火
を
止
め
た
鍋
に
、
ひ
き
肉
を
ほ
ぐ

し
て
入
れ
、
火
に
か
け
る
。

　
煮
た
っ
た
中
に
肉
を
入
れ
る
と
、
肉

●

が
固
ま
っ
て
ほ
ぐ
し
に
く
い
。

◎
肉
に
火
が
と
お
っ
た
ら
妙
り
煮
す
る
。

汁
け
が
無
く
な
っ
た
ら
、
青
味
の
木
の

芽
か
大
根
葉
の
芯
を
入
れ
る
。

今月の役場閉庁土曜日
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風
か
お
る
す
が
す
が
し
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
は
い
か
が
お
過

ご
し
で
す
か
。

　
こ
の
広
報
が
届
く
こ
ろ
は
、
四
月
末

か
ら
始
ま
る
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

期
間
中
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
と
言
え
ば
、
レ
ジ
ャ

ー
に
ス
ポ
ー
ツ
に
と
楽
し
ま
れ
る
か
た

も
多
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
あ
る
旅
行
会
社
の
調
査
に
よ
る
と
、

今
年
は
一
泊
以
上
の
国
内
旅
行
に
出
掛

け
る
か
た
が
六
人
に
一
人
の
割
合
だ
と

か
…
…
。
車
で
出
掛
け
る
か
た
が
多
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も

交
通
安
全
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
楽
し

い
思
い
出
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。




